
京 都 大 学 通 則 新 旧 対 照 表
改 正 前 改 正 後

（前 略）
第２章 学部

（中 略）
第１２条

（略）
第１２条

（同 左）２～４ ２～４
５ 第１項の規定にかかわらず、第３７条第１項第 ５ 第１項の規定にかかわらず、第３７条第１項第

８号、第３項第７号又は第５３条の３第８号の規 ８号、第３項第６号又は第５３条の３第８号の規
定により本学大学院に入学し、課程を修了した者 定により本学大学院に入学し、課程を修了した者
が、当該入学前に在学した学部に再入学するとき が、当該入学前に在学した学部に再入学するとき
は、入学料の納付を要しない。 は、入学料の納付を要しない。

６ ６
７

（略）
７

（中 略）
第２３条 疾病その他の事故により、３月以上修学 第２３条 （同 左）

を中止しようとするときは、所属学部長の許可を
得て、休学することができる。

２ 前項の規定にかかわらず、医学部が定める特別
な課程を履修する医学部学生が、第３７条第３項
第６号の規定により、医学研究科に入学するとき
は、当該学部長の許可を得て、休学することがで
きる。

２ （略） ３ （同 左）
３ 休学は、通算４年を超えることができない。 ４ 休学は、通算４年を超えることができない。た

だし、第２項の規定により休学するときは、その
期間を通算しない。

４ ５
５ （略） ６ （同 左）

（中 略）
第３章 大学院

（中 略）
第３６条 （略） 第３６条 （同 左）
２ 博士課程の標準修業年限は、５年とする。ただ ２ 博士課程の標準修業年限は、５年とする。ただ

し、医学研究科医学専攻の博士課程の標準修業年 し、医学研究科医学専攻及び薬学研究科薬学専攻
限は、４年とする。 の博士課程の標準修業年限は、４年とする。

３ (略） ３ （同 左）
４ 薬学研究科薬科学専攻の博士課程は、前期２年 ４ 医学研究科社会健康医学系専攻及び地球環境学

の課程とし、医学研究科社会健康医学系専攻及び 舎地球環境学専攻の博士課程は、後期３年の課程
地球環境学舎地球環境学専攻の博士課程は、後期 とする。
３年の課程とする。

５ ５
６ ６
第３６条の２ （略） 第３６条の２ （同 左）
第３７条 第３７条
２ ２
３ 医学研究科の博士課程（第３６条第２項ただし ３ 医学研究科及び薬学研究科の博士課程（第３６

書の博士課程に限る。以下同じ。）に入学すること 条第２項ただし書の博士課程に限る。以下同じ。）
のできる者は、次の各号の一に該当する資格を有 に入学することのできる者は、次の各号の一に該
する者とする。 当する資格を有する者とする。
(1) 医学部医学科又は歯学部を卒業した者 (1) 大学における医学、歯学、薬学又は獣医学を

履修する課程（修業年限が６年であるものに限
る。)を修了した者

(2) 大学における修業年限６年の獣医学を履修す
る課程を修了した者

(3) (2)
(4)

（略）
(3)

（同 左）(5) (4)
(6) (5)
(7) 大学（医学、歯学又は獣医学を履修する課程 (6) 大学における医学、歯学、薬学又は獣医学を
に限る。）に４年以上在学した者（学校教育法第 履修する課程（修業年限が６年であるものに限
１０２条第２項の規定により、これに準ずる者 る。)に４年以上在学した者（学校教育法第１０
として文部科学大臣が定める者を含む。）であつ ２条第２項の規定により、これに準ずる者とし
て、本学において、所定の単位を優れた成績を て文部科学大臣が定める者を含む。)であつて、
もつて修得したものと認めた者 本学において、所定の単位を優れた成績をもつ

て修得したものと認めた者
(8) （略） (7) （同 左）



改 正 前 改 正 後
（中 略）

第４３条
（略）

第４３条
（同 左）２ ２

３ 当該研究科において必要と認めたときは、学部 ３ 当該研究科において必要と認めたときは、学部
若しくは他の研究科等（研究科、公共政策教育部 若しくは他の研究科等（研究科、公共政策教育部
又は経営管理教育部をいう。以下同じ。）の科目を 又は経営管理教育部をいう。以下同じ。）の科目
履修させ、修士課程、博士後期課程、一貫制博士 を履修させ、修士課程、博士後期課程、一貫制博
課程若しくは医学研究科の博士課程の単位とし、 士課程若しくは医学研究科及び薬学研究科の博士
又は他の研究科において研究指導を受けさせ、修 課程の単位とし、又は他の研究科において研究指
士課程、博士後期課程、一貫制博士課程若しくは 導を受けさせ、修士課程、博士後期課程、一貫制
医学研究科の博士課程の修了に必要な研究指導の 博士課程若しくは医学研究科及び薬学研究科の博
一部とすることができる。 士課程の修了に必要な研究指導の一部とすること

ができる。
（中 略）

第４６条 （略） 第４６条 （同 左）
２ 前項の規定により受けた研究指導は、当該研究 ２ 前項の規定により受けた研究指導は、当該研究

科の定めるところにより、修士課程、博士後期課 科の定めるところにより、修士課程、博士後期課
程、一貫制博士課程又は医学研究科の博士課程の 程、一貫制博士課程又は医学研究科及び薬学研究

修了に必要な研究指導の一部とすることができる。 科の博士課程の修了に必要な研究指導の一部とす
ることができる。

（中 略）
第４７条

（略）
第４７条

（同 左）２ ２
３ 休学は、修士、博士後期の各課程、一貫制博士 ３ 休学は、修士、博士後期の各課程、一貫制博士

課程及び医学研究科の博士課程において、それぞ 課程並びに医学研究科及び薬学研究科の博士課程
れ通算３年を超えることができない。ただし、特 において、それぞれ通算３年を超えることができ
別の事情がある者に対し、一貫制博士課程におい ない。ただし、特別の事情がある者に対し、一貫
ては、なお、２年以内の、医学研究科の博士課程 制博士課程においては、なお、２年以内の、医学
においては、なお、１年以内の休学を許可するこ 研究科及び薬学研究科の博士課程においては、な
とができる。 お、１年以内の休学を許可することができる。
（中 略）

第５０条 第５０条
２ （略） ２ （同 左）
３ ３
４ 医学研究科の博士課程の修了の要件は、同課程 ４ 医学研究科及び薬学研究科の博士課程の修了の

に４年以上在学して専攻科目につき３０単位以上 要件は、同課程に４年以上在学して専攻科目につ
修得し、研究指導を受け、かつ、医学研究科の行 き３０単位以上修得し、研究指導を受け、かつ、
う博士論文の審査及び試験に合格することとする。 当該研究科の行う博士論文の審査及び試験に合格

することとする。
５ 第１項、第２項及び前項の在学期間については、 ５ 第１項、第２項及び前項の在学期間については、

当該研究科の定めるところにより、優れた研究業 当該研究科の定めるところにより、優れた研究業
績を挙げた者について、それぞれ博士後期課程に 績を挙げた者について、それぞれ博士後期課程に
あつては１年（修士課程又は専門職学位課程の修 あつては１年（修士課程又は専門職学位課程の修
了の要件を満たした者で、大学院における在学期 了の要件を満たした者で、大学院における在学期
間が２年未満のものにあつては、その在学期間を 間が２年未満のものにあつては、その在学期間を
含めて３年）以上の、一貫制博士課程にあつては 含めて３年）以上の、一貫制博士課程にあつては
３年（第３９条第１号に該当して入学した者で、 ３年（第３９条第１号に該当して入学した者で、
修士課程又は専門職学位課程の修了の要件を満た 修士課程又は専門職学位課程の修了の要件を満た
した者にあつては、大学院における２年以内の在 した者にあつては、大学院における２年以内の在
学期間を含めて３年）以上の、医学研究科の博士 学期間を含めて３年）以上の、医学研究科及び薬
課程にあつては３年以上の在学をもつて足りるも 学研究科の博士課程にあつては３年以上の在学を
のとすることができる。 もつて足りるものとすることができる。

６ 在学年限は、博士後期課程においては６年を、 ６ 在学年限は、博士後期課程においては６年を、
一貫制博士課程においては１０年を、医学研究科 一貫制博士課程においては１０年を、医学研究科
の博士課程においては８年を超えることができな 及び薬学研究科の博士課程においては８年を超え
い。 ることができない。
（中 略）

第５３条 第１０条第３項、第１１条、第１２条第 第５３条 第１０条第３項、第１１条、第１２条第
２項ないし第４項及び第７項本文、第１３条、第 ２項ないし第４項及び第７項本文、第１３条、第
１７条、第２３条第４項及び第５項ないし第２５ １７条、第２３条第５項及び第６項ないし第２５
条、第２８条第１項ただし書及び第２項ないし第 条、第２８条第１項ただし書及び第２項ないし第
５項、第３０条ないし第３４条の規定は、大学院 ５項、第３０条ないし第３４条の規定は、大学院
学生の場合に準用する。この場合において、第２ 学生の場合に準用する。この場合において、第２
５条中「学部長」とあるのは「研究科長」と読み ５条中「学部長」とあるのは「研究科長」と読み
替えるものとする。 替えるものとする。



改 正 前 改 正 後
（中 略）

第５３条の１５ 第１０条第３項、第１１条、第１ 第５３条の１５ 第１０条第３項、第１１条、第１
２条第２項ないし第４項及び第７項本文、第１３ ２条第２項ないし第４項及び第７項本文、第１３
条、第１７条、第１８条の２、第２３条第４項及 条、第１７条、第１８条の２、第２３条第５項及
び第５項ないし第２５条、第２８条第１項ただし び第６項ないし第２５条、第２８条第１項ただし
書及び第２項ないし第５項、第３０条ないし第３ 書及び第２項ないし第５項、第３０条ないし第３
４条、第３６条の２、第３８条、第３９条(第２号 ４条、第３６条の２、第３８条、第３９条(第２号
の場合に限る。)、第４０条ないし第４２条の３、 の場合に限る。)、第４０条ないし第４２条の３、
第４７条第１項及び第２項、第５１条及び第５２ 第４７条第１項及び第２項、第５１条及び第５２
条の規定は、専門職大学院等学生の場合に準用す 条の規定は、専門職大学院等学生の場合に準用す
る。この場合において、第２５条中「学部長」と る。この場合において、第２５条中「学部長」と
あるのは「法学研究科長、医学研究科長、公共政 あるのは「法学研究科長、医学研究科長、公共政
策教育部長又は経営管理教育部長」と、第３６条 策教育部長又は経営管理教育部長」と、第３６条
の２、第３８条第２項及び第３９条(第２号の場合 の２、第３８条第２項及び第３９条(第２号の場合
に限る。)中「研究科」とあるのは「研究科又は教 に限る。)中「研究科」とあるのは「研究科又は教
育部」と、第４０条第１項中「研究科に転科(地球 育部」と、第４０条第１項中「研究科に転科(地球
環境学舎にあつては転部）」とあるのは「研究科又 環境学舎にあつては転部）」とあるのは「研究科
は教育部に、それぞれ、転科若しくは転部」と、 又は教育部に、それぞれ、転科若しくは転部」と、
「当該研究科」とあるのは「当該研究科又は教育 「当該研究科」とあるのは「当該研究科又は教育
部」と、同条第２項中「研究科」とあるのは「研 部」と、同条第２項中「研究科」とあるのは「研
究科又は教育部」と、第４１条中「研究科長(地球 究科又は教育部」と、第４１条中「研究科長(地球
環境学舎長を含む。以下同じ。)」とあるのは「法 環境学舎長を含む。以下同じ。)」とあるのは「法
学研究科長、医学研究科長、公共政策教育部長又 学研究科長、医学研究科長、公共政策教育部長又
は経営管理教育部長」と、第４２条並びに第４７ は経営管理教育部長」と、第４２条並びに第４７
条第１項及び第２項中「研究科長」とあるのは「法 条第１項及び第２項中「研究科長」とあるのは「法
学研究科長、医学研究科長、公共政策教育部長又 学研究科長、医学研究科長、公共政策教育部長又
は経営管理教育部長」と読み替えるものとする。 は経営管理教育部長」と読み替えるものとする。
（中 略）

第４章 学位
（中 略）

第５６条 博士後期課程を修了した者、一貫制博士 第５６条 博士後期課程を修了した者、一貫制博士
課程を修了した者及び医学研究科の博士課程を修 課程を修了した者並びに医学研究科及び薬学研究
了した者には、博士の学位を授与する。 科の博士課程を修了した者には、博士の学位を授

与する。
（中 略）

第６５条 （略） 第６５条 （同 左）
２ 第１０第１項及び３項、第１１条、第１２条第 ２ 第１０第１項及び３項、第１１条、第１２条第

１項ないし第４項及び第７項本文、第１３条、第 １項ないし第４項及び第７項本文、第１３条、第
２３条第４項及び第５項ないし第２５条、第２８ ２３条第５項及び第６項ないし第２５条、第２８
条第１項ただし書、第２項、第４０項及び第５項、 条第１項ただし書、第２項、第４０項及び第５項、
第３０条ないし第３４条、第３６条の２、第３８ 第３０条ないし第３４条、第３６条の２、第３８
条、第４０条ないし第４２条、第４２条の４ない 条、第４０条ないし第４２条、第４２条の４ない
し第５２条、第５３条後段、第５５条、第５６条 し第５２条、第５３条後段、第５５条、第５６条
の規定は、大学院の外国学生に準用する。 の規定は、大学院の外国学生に準用する。

３～６ （略） ３～６ （同 左）
（後 略）

附 則
この規程は、平成２４年４月１日から施行する。


